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　　　　　　　　　穴のある14S板材の引張試験

久　保　慶ノ三郎

　最近外国では高強度アルミニウム合金の橋が架設され

て来ており，米国土木学会では高強度アルミニウム合金

重構造物示方書を1950年に制定し，アルミニウム合金の

構造物への応用に一紀元を劃した状態にある。

　わが国では橋の架換機の一部に用いたに過ぎないが，

比重の小さい点，降伏点強度が鋼より高い点からして，

構造物に応用される時期がさして遠いものでないと考え

られる。そこで設計上必要な諸問題を解決してゆかなけ

ればならないので，ここにその中の一問題である引張材

の鞭騨撫儲磐纈為張つた囎．
は隣接するりベツト孔のために，図中の点線のように破

壊する。それ故に引張応力σを第1図のAA断面で計

算して，Pに無関係に
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第1図
　　　　　　　　σ＝P／｛t（h－－d）｝

としたのでは正しくない。従つて鋼の場合には

　　　　　　　　σ＝ρノ｛t（h－d－w）｝

として，これを応力計算の基準にしている。もちろんth

はリベツトピツチp，リベット線間距離8に関係してい

る。問題はWの形を決定すればよい。

　アルミ畠ウム合金として14Sを使用した理由は，米匡

の示方書で14S・－T6が基準材料になつており，わが国と

しても14Sを使用するのが適当と考えられたからであ

る。

　米国の示方書では

　　　　　　　　w＝＝d－－ff／49

と規程しているが（これは鋼と同一である），d＝・10　mm、

g・・　30　mm，25　mmについて行つた実験結果からすると

P＞10では計算上のwは実験値の倍位になつており，

w＝d－P214gξしたのでは安全すぎる事が判明した。
第2図はこの実験を図にしたもので麟線は計算値を，

実線は実験値を表わす。

　なお，この実験と同時に板の隼央に孔を一’D．だけあけ

た場合の引張試験も行つた。使用レた材料は猛＄」r4爵

よぴ14S－T6である。孔のない場合の破断荷霞を掬，

直径dm1nの孔のある場合の破断荷重を加，として，

諏ノρoを縦軸にとり，dを横軸にとると，、窮3図のよう

峡雛果を得た．吟姉ち1．4s・T6でをま勲脚翻

と麟鋤な麟縞りげ14S加でex・dの小さい間は
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第3図
直線的関係からわずかに偏僑している。T－6はいわば

もろい材料に属し，T－4は塑性的性質に富む材料である

のに・このような実験結果を得たのは・材料強錦の点か

らも面白い結果であつた。（1952．11．12）
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